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 Vascular endothelial growth factor（VEGF）とIL-8は、CNVのない強度近視眼よりもmCNV
眼で有意に高く、mCNVと強い関連を示した（それぞれOR 2.00、2.25 per quartile、P<0.05）。
その他のサイトカインはmCNVと有意な関連を示さなかった。mCNV患者の近視性病変を重症
度に応じて3カテゴリーに分類すると、IL-8とMCP-1はカテゴリーの進展に伴い有意に上昇
した（P<0.05）。VEGFはカテゴリー2のみで有意に高値を示した（P<0.05）。またIVB再治
療率はカテゴリーの進行に伴い有意に上昇し（P<0.05）、MCP-1のみが反復治療群で有意に
 2
高値であった（P=0.006）。 
 
 
考 察 
 前房水サイトカイン解析により、mCNV眼でIL-8とVEGFが上昇し、MCP-1は黄斑症カテゴリ
ーに依存して上昇することが分かった。mCNVに対しIVBは高い治療効果を示したが、抗VEGF
治療に抵抗性を示す症例が進行した黄斑症カテゴリーにみられ、そこではVEGFの上昇がみ
られなかった。このことから黄斑症が進行すると、VEGF産生細胞が萎縮性変化を起こし、
CNVの誘引となる追加または代替のカスケードが働くと考えられた。また、血管新生との関
連が報告されているIL-8は、mCNVに対しVEGFと似たようなORを示し、VEGFと同等あるいは
さらなる役割を果たす可能性を示した。老化した網膜色素上皮細胞や内皮細胞に誘導され、
細胞外マトリックスのリモデリングに必要なメディエーターと複雑な相互関係をもつ
MCP-1は、IVBへの治療抵抗性と関連を示し、カテゴリーの進行とも関連していた。このこ
とからMCP-1は治療ターゲットまたは治療抵抗性マーカーとなる可能性が考えられた。 
 
結 論 
 強度近視眼におけるmCNVと、VEGFや炎症性サイトカインの上昇、および黄斑症病変との
有意な関連性は、mCNVの成因における炎症の関与を示し、新たな治療ターゲットの可能性
が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
